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EWI-USB導入ガイド 
 

EWI-USBとは 
 

 

●EWI USB(2008年発売) 

唯一、USBケーブルでパソコンに繋いで使用する必要がある EWIモデルとなり、音源は内蔵されていない。製品には

Garritan社製サウンドプレイヤー「ARIA（アリア）」ソフトウェアが付属しており、運指モードは EWI式、EVI式、サキソフォ

ン式、フルート式、オーボエ式から選択し演奏可能（ARIAからモード切替） 

従来の EWIにはあったポルタメントスイッチは省かれているが、ARIA内設定により、ポルタメント機能を割り当てるこ

とが可能。また、EWI-USBで演奏可能な音域は 5オクターブとなっている。 
 

価格は歴代 EWIの中で最も安価で、気軽に始められる※EWIシリーズ最初の一台として最適。 

 

※EWIシリーズ（アカイ・イーウィ・シリーズ）は AKAI professionalのウインドシンセサイザーの型番・商品名。 

販売完了品：EWI1000/EWV2000/EWI3000/EWI3000m/X335i/EWI3020/EWI3020m/EWI3030m/EWI4000s 

現行機種：EWI USB/EWI5000/EWI Solo 

 

EWIシリーズの始まり： 

ナイル・スタイナーが製作したスタイナーホーン（トランペットタイプの※ウィンドシンセサイザーで、EVI1000の原型）が原

型であり、独特のコントロール体系を持っていたため人気を博した。その優れた表現力に木管楽器奏者が注目、木管楽

器タイプのコントローラーの製作をスタイナーに依頼し、完成させたものが EWI1000の原型である。当初は完全ハンド

メイド。だが人気が出たため生産が追いつかなくなり、AKAIがライセンスを買取り、EWI1000として製品化した。マイケ

ル・ブレッカーや伊東たけしも開発に携わり、T-SQUAREの歴代サクソフォーン奏者（伊東たけし、本田雅人、宮崎隆睦）

が使用していることで知られている。 

 

※ウインドシンセサイザー (Wind Synthesizer) は、管楽器の奏法でシンセサイザーをコントロールできる電子楽器。 
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システム条件、基本仕様など 
 

最新の情報（システム要件、互換性情報など）については、akaipro.comをご覧ください。 

 

■動作推奨環境(2021/8現在)： 

・Mac：OS X（10.4 - 10.15、11 Big Sur*OSにより要アップデート ダウンロード）、Intelプロセッサー *M1チップ搭載の mac

には非対応 

・Windows：XP - 10 

（両 OS共にハードディスクに 1.2GB以上の空き容量が必要） 
 

■付属ソフトウェア「ARIA」音色数（82種類）： 

●Woodwinds/木管楽器（Sax-11種類、Clarinet-6種類、Flute-3種類、DoubleReed-3種類） 

●Brass/金管楽器（Horn-7種類、Trombone-5種類、Trumpet-8種類、Tuba, Susaphone） 

●Strings/弦楽器（Cello-2種類、DoubleBass-2種類、Viola、Full Strings） 

●Pitched Percusssion/有音程打楽器（Chimes-2種類、GlockenSpiel-2種類、HandBell-2種類、Xylophone） 

●Synthesizer/シンセサイザー・電子音-22種類 
 

■運指： 

EWI方式（リコーダ／サキソフォン準拠）、EVI方式（トランペット準拠）、サキソフォン、フルート、オーボエ 

 

■感度調整： 

ブレス・ゲイン、バイト・ゲイン、バイト ACゲイン、ピッチベンド・ゲイン、キー・ディレイ（※ 製品付属の「ARIA」にて可能） 
 

■付属品： 

USBケーブル、取扱説明書、ソフトウェア DVD-ROM(収録ソフトウェアはダウンロード可能です。)、スリンガー（ネックス

トラップ）、クリーニング・クロス 

 

■センサー： 

・マウスピース：エアプレッシャー・レベル・センサー＆バイト・センサー 

・ノートキー：タッチセンサー（13キー） 

・オクターブ・ローラー：タッチセンサー（5オクターブ） 

・ベンド・アップ／ダウン：タッチセンサー 

 

■ハードウエア： 

・ボタン：RESET ボタン 

・端子：USBスレーブ・ポート 

・電源：USBバス・パワー（100mA 5V） 

・その他：着脱式ケーブル・クラッチ 

・サイズ：42mm（W）x 41mm（D）x 586mm（H） 

・重量：610g 

 

 

https://www.akaipro.com/ewi-usb
http://ewi.akai-pro.jp/ewiusb/
http://ewi.akai-pro.jp/ewiusb/
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1. ARIAソフトウェアの導入 
 

導入手順 
 

1. 付属ディスクを使用してインストールするか、EWI-USB製品ページからソフトウェア本体、 

●Windows用 EWI USB 「ARIA Software」 for Windows 

●Mac用 EWI USB 「ARIA Software」 for Macのいずれかをダウンロードし、インストールまで終えます。

※Mac OS 10.15 – 11.6の場合は EWI USB 「ARIA Software」 Update for Mac OSX (Catalina)[v1.959] 

をインストールします。(2番でご案内しているアップデートの必要はありません。) 

 
※ブラウザのセキュリティー設定によって製品ページ内のダウンロードリンクをクリックしてもダウンロードが始まら

ない/何も起こらない場合、リンク上で右クリック>名前を付けてリンク先を保存を選択してください。 

 

2. 次にアップデートファイルWindows用 EWI USB 「ARIA Software」 Update for Windows [v1.005]、または

Mac用(OS 10.14まではこのアップデートの導入が必要) EWI USB 「ARIA Software」 Update for Mac 

OSX [v1.006]、をインストールします。 

 

3. (Windowsのみ) 標準ドライバーでは発音遅延が起こりますので、オーディオインターフェースをお持ちでな

い場合は Asio4allの導入をお勧めいたします。 ダウンロードしてインストールを行ってください。※リンク

先・ページ中段から安定版 2.14が入手可能。https://www.asio4all.org/ 
 

※Macの場合は ASIO導入の必要はありませんので次の『ARIAを起動する』へ進んでください。 

 

 

※ハードウェアメーカーがそれぞれのオーディオインターフェース/ハードウェアに対応したドライバーを配布しています

ので、導入済みでしたら必要ございません。 

※asio4allの使用方法や詳細に関しましてはサポート対象外となります。 

メモ： 必ずソフトウェア本体をインストールした後にアップデートファイルをインストールしてください。 

最近はスマートフォン等のアプリでダウンロードとインストールが一括して行われることが多いかと思いますが、PC/Macではダウン

ロードはソフトウェアの入手、インストールはソフトウェアの導入として別々に行われます。また、実際に使えるようになるまでにはイ

ンストール後に、 

・MIDIコントローラーやキーボードを選択/設定(ソフトウェア等で MIDIコントローラーを使用するために必要。接続しただけでは反

応しません。) 

・サウンドの出力設定(デフォルトでは PCのスピーカー等が設定されていますが、任意の出力先を設定・オーディオインターフェース

などをお持ちの場合に必要)、等々あります。 

 

■初めての電子楽器、EWI、音楽制作、DTM に挑戦される方には難しく感じられることもあるかと思いますが、

一つ一つ確認していくことで大抵のことは解決しますので順番に確実に進めていきましょう。 

 
 
 

http://ewi.akai-pro.jp/ewiusb
http://b8e57dc469f9d8f4cea5-1e3c2cee90259c12021d38ebd8ad6f0f.r79.cf2.rackcdn.com/Product_Downloads/EWIUSB%20Software%20for%20Windows.zip_93a42df18f89c939961652a4fa1a7c82.zip
http://b8e57dc469f9d8f4cea5-1e3c2cee90259c12021d38ebd8ad6f0f.r79.cf2.rackcdn.com/Product_Downloads/EWIUSB%20Software%20for%20Mac.zip_8e81e5581c0cfaa8e121e9e3776e6bb9.zip
http://ewi.akai-pro.jp/ewiusb/data/MAC_EWI_USB_v1.959.pkg.zip
http://ewi.akai-pro.jp/ewiusb/data/MAC_EWI_USB_v1.959.pkg.zip
http://6be54c364949b623a3c0-4409a68c214f3a9eeca8d0265e9266c0.r0.cf2.rackcdn.com/493/downloads/akai_ewi_usb_v1005_win_exe_01.zip
http://6be54c364949b623a3c0-4409a68c214f3a9eeca8d0265e9266c0.r0.cf2.rackcdn.com/493/downloads/akai_ewi_usb_v1006.mpkg_01.zip
http://6be54c364949b623a3c0-4409a68c214f3a9eeca8d0265e9266c0.r0.cf2.rackcdn.com/493/downloads/akai_ewi_usb_v1006.mpkg_01.zip
https://www.asio4all.org/
https://www.asio4all.org/
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Windowsで asio4allを導入されている場合 
 

環境設定/Preferenceにて選択可能です。 

 
 

ASIOとは 
 

ASIO「Audio Stream Input Output」はドイツのSteinberg 社が策定したドライバー規格です。  

 

Windows 搭載PC でASIO 対応ソフトウェアや機器を使用する際に機能的・音質的に最高のパフォーマンスを得られるド

ライバーで、Windows での音楽制作用のサウンドドライバーとして広く普及しています。  
 

Windows には標準で搭載されているDirectSound、MME、WDM、WASAPI、USB Audio 2.0、DirectX などのサウンドド

ライバーがあり、通常の音楽・動画再生だけであれば全く問題ありませんが、シビアな音楽制作の場ではこれらWinodws 

標準ドライバーのままでオーディオインターフェースやMIDI キーボードを使用すると遅延（レイテンシー）が発生し演奏や

録音に大きな影響を及ぼします。  

 

また、ソフトウェア内部のバッファサイズ設定を調整することで遅延（レイテンシー）を改善できることもありますが、PC 

のスペックによっては処理仕切れずに音切れやノイズが発生する場合があります。  

 

こういった問題を解決する為に ASIO ドライバーの導入が必要となります。ハードウェア(オーディオインターフェース)に

はそれぞれに対応したドライバー(ASIO を含んだ)が配布されていますので、必ずダウンロードしてインストールを済ませ

ておきましょう。 
 

また、ソフトウェア側の設定で使用する製品の専用ドライバー/ASIO を必ず選択しておきましょう。 
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2. ARIAを起動する 
 

EWI-USBを USBケーブルを使用してWindows、または Macと接続し ARIAを起動します。 

ARIA起動の際は、EWI-USB本体のノートキーなどを触らないようにしてください。 
 

起動直後の状態で、音色は何も選択されていません。※画面はWindowsの場合です。 
 

 
 

■4つの Emptyと表示されているところをそれぞれクリックすると音色リストが開きます。 

 

■最大で 4つの音色をレイヤー(重ねて)して鳴らすこともできますので 1音色では得られない複雑な響きのサ

ウンドを得ることもできます。 

 

■それぞれのレイヤー個別に(Vol)ボリューム/(Pan)パンニング/(reverb)リバーブ設定が可能。 

 

■それぞれのレイヤー個別に MIDIチャンネル(CH01 - 04)設定が可能。OMNIから切り替えます。 
 

 

 

起動したらまず、音色を選択する前に、 

接続した EWI-USBの設定やサウンドの出力設定を行いましょう。 
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環境設定/Preferencesの設定 
 

●Windowsの場合：ソフトウェア左上の Toolsから Preferencesを開きます。 

●macの場合：ファインダー左上の EWI USBから Preferencesを開きます。 
 

下図を参照して頂けますでしょうか。赤で囲われた部分がこれから設定していく部分になります。 

左図がWindowsの場合、右図がMacの場合になります。 
 

■EWI-USB(in)、EWI-USB(out)にチェックを入れます。(Windowsの場合) 

■Microsoft GS Wavetable Synth(out)はチェック外します。(Windowsの場合) 

■Audio Device APIは ASIOに切り替えます。(Windowsの場合) 

■Audio Deviceは ASIO4ALL v2に切り替えます。(Windowsの場合) 

■LLC EWIUSB(in)/(out)両方、EWI USB(in)の全てにチェックを入れます。(Macの場合) 
 

 
 

オーディオインターフェースをお持ちの場合 
下図はあくまでも一例になりますが、例えばM-AUDIO AIR192/4オーディオインターフェースをお持ちの場合、Audio 

Deviceから接続しているオーディオインターフェースを選択しサウンドの出力先として設定します。 
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3. ARIAで音色を選択する 
 

ARIAソフトウェアには 82種類の音色が内蔵されています。 
 
 

●Woodwinds/木管楽器（Sax-11種類、Clarinet-6種類、Flute-3種類、DoubleReed-3種類） 

●Brass/金管楽器（Horn-7種類、Trombone-5種類、Trumpet-8種類、Tuba, Susaphone） 

●Strings/弦楽器（Cello-2種類、DoubleBass-2種類、Viola、Full Strings） 

●Pitched Percusssion/有音程打楽器（Chimes-2種類、GlockenSpiel-2種類、HandBell-2種類、Xylophone） 

●Synthesizer/シンセサイザー・電子音-22種類 
 

 

下図、赤枠 emptyスロットをクリックすると系統ごとでまとめられたサウンドリストが表示されますので進んでいただ

き、音色を選択します。 

 

 

■音色を選択すると– ソフトウェア上の鍵盤が白く表示されるようになります。これが音色の音域になり、 

EWI-USBを吹くと音が出ます。または、この鍵盤部分をマウスクリックすることでも音を出すことができます。 

さらに音をレイヤーしたい場合は空いているemptyスロットをクリックして音色を選択していきます。 
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4. EWI-USBで演奏する 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

演奏時、アースプレートには必ず触れている必要があります。(4.アースプレート参照) 
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(下図参照)デフォルトの運指は「EWI」で音色にかかわらず調は「C」になります。EWI以外の運指に関しては後述。 
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5. EWI-USBの各設定と調整について 
 

運指を変更する場合、または各設定を調整する場合は EWI Configurationを開きます。 

●Windowsの場合：ソフトウェア左上の Toolsから EWI Configurationを開きます。 

●macの場合：ファインダー左上の EWI USBから EWI Configurationを開きます。 
 

下のタブで 3つのウインドウを切り替えます。現在選択されているタブは黄色になります。 

■Setup Controls(セットアップコントロール) 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■Reset：デフォルトの EWI設定に戻します。 

■Load(読み込み)：以前に保存した SysExファイルを読み込みます。セットアップコントロールのデータ（このセットアップ

コントロールタブの設定）のみを含む。 

■Save（保存）：現在のセットアップコントロールデータを SysEx ファイルとして保存します。これにより、このセットアップ

コントロールタブの設定のみが保存されます。Ariaではさまざまな SysExファイルを保存できるので、保存ファイルの名

前を明確にしておくと、どのような種類の設定か（つまりどこでロードできるか）すばやく確認ができ、便利です。 

■Breath Gain（ブレスゲイン）：EWI USBのブレスセンサーのゲインレベルをソフトウェア上で決定します。設定値が高い

ほど、息に対する感度が高くなります。 

■Bite Gain(バイトゲイン)：Controller Configuration タブ内の Bite CC1と Bite CC2で選択した CCに紐づけられていま

す。※"Pitchbend Up-Down"および "Pitchbend Down-Up"を除く 2つの CCアサインのゲインレベル。 

■Bite AC Gain（バイト ACゲイン）：バイトセンサーの CCアサイン "Pitchbend Up-Down"および "Pitchbend Down-Up"の

ゲインレベルを決定します。「Pitchbend Up-Down "および "Pitchbend Down-Up "が使用されていない場合、この設定は

影響しません。その他のバイトセンサーの CCアサインはすべて、Bite Gainで制御されます。Bite CC1と Bite CC2のア

サインは、Controller Configurationタブ内で選択できます。 

■Pitch Bend Gain（ピッチベンドゲイン）：EWI USBのピッチベンドプレートのソフトウェア上のコントロールのゲインレベ

ルを決定する。 高く設定すると、ピッチベンドの感度が高くなります。ベンドの感度が高くなります。ピッチベンド・アッ

プ・コントロールとピッチベンド・ダウン・コントロールは、Controller Configurationで選択できます。 

■Key Delay(キーディレイ)：EWI USBは静電式タッチキーを採用した電子楽器であり、アコースティック楽器に比べてフ

ィンガリング入力への反応が速いため、少し触れただけでも発音してしまうことがありますので、この Key Delay設定で

調整を行います。高く設定すると、鍵盤の反応が遅くなります。(初心者の方は、音の "鳴り "を抑えるため、高めに設定す

ることをお勧めします。中級者であれば、10～12程度の設定でも十分にきれいな演奏ができます) 
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■Performance Controls(パフォーマンスコントロール) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■Reset：デフォルトの EWI設定に戻します。 

■Load(読み込み)：以前に保存した SysExファイルを読み込みます。パフォーマンスコントロールのデータ（このパフォー

マンスコントロールタブの設定）のみを含む。 

■Save（保存）：現在のパフォーマンスコントロールデータを SysEx ファイルとして保存します。これにより、このパフォー

マンスコントロールタブの設定のみが保存されます。Ariaではさまざまな SysExファイルを保存できるので、保存ファイ

ルの名前を明確にしておくと、どのような種類の設定か（つまりどこでロードできるか）すばやく確認ができ、便利です。 

■MIDIチャンネル：ARIAメイン画面上の各レイヤー設定が「-OMNI-」ではなく独自のMIDIチャンネル（レイヤー1の場合

CHN:01）に設定されている場合、その各レイヤーで設定したMIDIチャンネルとこの番号を一致させることで、そのレイ

ヤーの楽器音を演奏することができます。デフォルトの「-OMNI-」設定の場合は、全てのMIDIチャンネル情報を受け取り

発音します。 

■Transpose(移調)：最大で 1オクターブ上（+12半音）または 1オクターブ下（-12半音）まで移調することができます。 

■Fingering（運指）：ソフトウェアに搭載されている EWI USBのフィンガリング設定を決定します。EWI-USB/ARIAの運

指はデフォルトの EWIを含めてサクソフォン、フルート、オーボエ、EＶＩ式の全 5種類があります。 

 

EWI以外の運指４種類に関しては後述します。 
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■Controller Configuration(コントローラー・コンフィギュレーション) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■Reset：デフォルトの EWI設定に戻します。 

■Load(読み込み)：以前に保存した SysExファイルを読み込みます。コントロールコンフィギュレーションのデータ（このコ

ントロールコンフィギュレーションタブの設定）のみを含む。 

■Save（保存）：現在のコントロールコンフィギュレーションデータを SysEx ファイルとして保存します。これにより、この

コントロールコンフィギュレーションタブの設定のみが保存されます。Ariaではさまざまな SysExファイルを保存できる

ので、保存ファイルの名前を明確にしておくと、どのような種類の設定か（つまりどこでロードできるか）すばやく確認が

でき、便利です。 

■Breath CC1(ブレス CC1)：EWI USBのブレスセンサーが送信するMIDIデータを決定します。デフォルトは "Breath 

Controller(Coarse) "となっていて、ソフトウェアはこの設定に応じて反応するように設定されているので、これを変更す

るとインストゥルメントが正しく反応しない可能性があります。 

■Breath CC2(ブレス CC2)：EWI USBのブレスセンサーが送信するMIDIデータを決定する。デフォルトは "Aftertouch "

です。ソフトウェア内の一部のインストゥルメントはアフタータッチに反応するように設定されているので、これを変更す

るとインストゥルメントが正しく反応しない可能性があります。 

■Bite CC1(バイト CC1)：EWI USBのバイトセンサーがコントロールする MIDIデータを決定します（セットアップコントロ

ールと紐づけられています）デフォルトは "Pitchbend Down-Up"(ビブラート)です。 

■Bite CC2(バイト CC2)：EWI USBのバイトセンサーがどのような MIDIデータをコントロールするかを決定する（セット

アップコントロールと紐づけられています）デフォルトは "OFF"。 

■Velocity(ベロシティ)：EWI USBからソフトウェアに送信されるノート/音のベロシティを指定する（音符の「アタック」の

強さで、ボリュームではない）初期設定は "Static 120"です。 

■Pitchbend Up Control(ピッチベンド・アップ・コントロール）：EWI USBのピッチベンドアッププレートがコントロールす

るMIDIデータを決定する。デフォルトは "Pitchbend Up "です。 

■Pitchbend Down Control（ピッチベンド・ダウン・コントロール）：EWI USBのピッチベンドダウンプレートがコントロール

するMIDIデータを決定する。デフォルトは "Pitchbend Down "です。 
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■パラメーターウィンドウ(ARIA起動後に一番最初に見る画面です。) 

 

 

赤枠で囲まれたタブが現在選択しているウインドウです。各タブをクリックしてウインドウを切り替えます。 

 

■MIX（ミックス）ウィンドウ 

・ボリューム（Vol）：このノブで各レイヤーのボリュームレベルをコントロールします。 

・パンニング（Pan）：このノブで各レイヤーのオーディオの左右のバランスを調整します。ノブの横のボックスに

表示されるパーセンテージは、オーディオが右（"R"）または左（"L"）寄りに、どれだけ大きくなっているかを示し

ます。センターポジションの場合、ボックスには "C "が表示されます。 

・リバーブ(reverb)：このノブで各レイヤーに適用されるリバーブの量をコントロールします。リバーブの種類は 

REVERB ウィンドウで設定できます（後述の「リバーブ」ウインドウを参照） 
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■CONTROLS(コントロール)ウインドウ 

 

このウィンドウに表示されるパラメーターは楽器によって異なりますが、代表的なものをご紹介します。 

 

※４つのレイヤーを切り替えるには黄色丸の所をクリックします。 

 

・Volume(CC2)：このノブは、対応するチャンネルのボリューム・レベル（ポスト・パラメーター）を示します。 

・Transpose：ここで指定された半音の数だけ、移調します。ボックスをクリックすると、可能な移調のメニュー

が表示されます。 

デフォルトは "0 "で、EWIで、最大で 1オクターブ上（+12半音）または下（-12半音）に移調することができま

す。 

注：これはソフトウェア上のそのチャンネルで演奏される楽器を移調するだけで、EWI USBのキーを移調する

わけではありません。EWI USBの「コンサート」キーを変更するには、●Windowsの場合：ソフトウェア左上の

Toolsから EWI Configuration、●macの場合：ファインダー左上の EWI USBから EWI Configurationを開き 

「Performance Controls」で移調を調整してください。本ガイド中 12Pを参照。 
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■REVERB(リバーブ)ウインドウ 

 

・Preset(プリセット)：ドロップダウンメニューからリバーブの種類/プリセットを選択することができます。また、

各リバーブのパラメーターは自分で調整することもできます。 

・Status(ステータス)：このボックスをクリックすると、リバーブの有効化と無効化が行われます。無効にしても

パラメーター・ノブはそれぞれの位置のままです。 

 

・Decay(ディケイタイム)：リバーブ(残響音)が減衰する時間を決定します。 

・Diffusion：残響音の反響の距離を決定します。拡散の度合いが大きいほど、反響音の間のスペースは狭くな

ります。 

・Size：演奏している"仮想の部屋"の大きさを決定します。設定値を高くすると残響時間が長くなり、より広い

部屋の音響効果を再現できます。 

・Pre-Delay：音が鳴ってからどのくらいでディレイ(残響)が始まるかを決定します。部屋の広さを感じるには、

このプリディレイが重要になります。 

・Width：リバーブのステレオイメージ幅を指定します。「0%"はモノラル、"100%"はワイドステレオです。100％に

近い値を設定することをお勧めします。 

・Quality：リバーブの品質を設定します。高い設定の場合、CPU使用率が高く、CPU負荷が大きくなります（コ

ンピューターのスペックによっては処理しきれず発音に問題が起こる場合があります） 

・Variation："仮想の部屋"の新しいバリエーションを作成します（「サイズ」設定で定義されています）。これを調

整して、リバーブのサウンドを微調整します。 

・Reverb Level：リバーブの音量レベルを設定します。原音のボリュームレベルには影響しません。 
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■ABOUT(アバウト)ウインドウ 

この設定は基本的にデフォルトのままお使いください。リセットでは初期値に戻せません。 

 

この画面には、ソフトウェアのバージョンと著作権情報等が表示されます。左列の情報は、ソフトウェアの現在

の CPU使用率を示しています。右列には、ソフトウェアの現在の MIDIイベントと設定が表示されます。ボック

スをクリックしてドロップダウンメニューを表示し、いくつかの設定を調整することができます。 

 

・Dyn Max：ソフトウェアの RAM使用量の値を決定します。デフォルトは "256MB "となっています。 

・Pre-Caching: 楽器のサンプルを何個処理してから再生するかを設定します。設定を高くするとレスポンスが

遅くなりますが、低スペックのコンピューターを使用している場合はこの設定を高くしてください。デフォルト

は "32Kb "です。 

・Quality：再生と録音の音質を決定します。初期設定は "Normal (Hermite) "です。 

・Tuning System：ソフトウェア上の楽器のチューニングシステムを決定します。世界の地域ごとに異なるチュー

ニングがありますが、基本的にはデフォルトの "International 440 "をお勧めします。 

・Inst. Poly：ソフトウェアが演奏できるポリフォニー（複数の音を同時に鳴らすこと）の量を決定します。設定を

高くすると、ポリフォニーが大きくなりますが、CPU使用率が高く、CPU負荷が大きくなります（コンピュータ

ーのスペックによっては処理しきれず発音に問題が起こる場合があります） 初期設定は "32 "です。 
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EWI方式以外の 4つの運指について 
 

EWI 方式(リコーダ／サキソフォン準拠)以外の 4 つの運指、EVI 方式（トランペット準拠）、サキ

ソフォン、フルート、オーボエに切り替えて使用することができます。 
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6. EWIをさらに楽しむには 
 

EWIと PC/Macの徹底使いこなしガイドをご参照ください。 http://ewi.akai-pro.jp/ewi-with-pc/ 

01：EWIと PC/Macの徹底使いこなしガイド「EWIとMac/PCでできること」 

02：EWIと PC/Macの徹底使いこなしガイド「各 EWIの接続方法」 

03：EWIと PC/Macの徹底使いこなしガイド「EWIエディターについて」 

04：EWIと PC/Macの徹底使いこなしガイド「コントロールセッティング」 

05：EWIと PC/Macの徹底使いこなしガイド「MPC Beatsインストール手順」 

06：EWIと PC/Macの徹底使いこなしガイド「MPC Beats 各設定方法」 

07：EWIと PC/Macの徹底使いこなしガイド「ソフトウェア音源の起動と演奏設定」 

08：EWIと PC/Macの徹底使いこなしガイド「Tube Synth について」 

09：EWIと PC/Macの徹底使いこなしガイド「エディターで EWI の詳細設定を行う」 

10：EWIと PC/Macの徹底使いこなしガイド「PCの伴奏にあわせて演奏する」 

11：EWIと PC/Macの徹底使いこなしガイド「Tube Synthで音づくり」 

12：EWIと PC/Macの徹底使いこなしガイド「付属のソフトシンセを使った音作り（前編）」 

13：EWIと PC/Macの徹底使いこなしガイド「付属のソフトシンセを使った音作り（後編）」 

14：EWIと PC/Macの徹底使いこなしガイド「EWIのメンテナンス方法」 

15：EWIと PC/Macの徹底使いこなしガイド「エフェクトでさらに音作りをする」 

16：EWIと PC/Macの徹底使いこなしガイド「自分の演奏を録音する」 

17：EWIと PC/Macの徹底使いこなしガイド「市販のソフトシンセを取り入れる」 

18：EWIと PC/Macの徹底使いこなしガイド「ライブと製作に EWI を取り入れる」 
 

ARIAで演奏を録音するには 
 

 

画面左下のオーディオレコーダー機能で EWI-USBの演奏を録音することができます。 

①   赤枠のアイコンをクリックして開いたウインドウで、ファイルの保存先を指定し、ファイル名を入力し保存します。

Windowsの場合は.WAVファイル、Macの場合は.AIFFファイルとして録音されます。 

②   青枠の録音ボタンが赤点灯に変わり押せるようになりますので、 クリックして録音を開始します。 

③   録音が終わったら、緑枠のストップボタンをクリックして録音を停止し、ファイルを保存します。 

④   ①で指定した場所に音声ファイルが保存されます。新たに録音する場合は、もう一度①から始めます。 

録音したファイルを聞く場合は ARIAを閉じてください。 

http://ewi.akai-pro.jp/ewi-with-pc/
http://ewi.akai-pro.jp/ewi-with-pc/data/ewi-with-pc-01_v2.pdf
http://ewi.akai-pro.jp/ewi-with-pc/data/ewi-with-pc-01_v2.pdf
http://ewi.akai-pro.jp/ewi-with-pc/data/ewi-with-pc-02.pdf
http://ewi.akai-pro.jp/ewi-with-pc/data/ewi-with-pc-03.pdf
http://ewi.akai-pro.jp/ewi-with-pc/data/ewi-with-pc-03.pdf
http://ewi.akai-pro.jp/ewi-with-pc/data/ewi-with-pc-04.pdf
http://ewi.akai-pro.jp/ewi-with-pc/data/ewi-with-pc-05.pdf
http://ewi.akai-pro.jp/ewi-with-pc/data/ewi-with-pc-05.pdf
http://ewi.akai-pro.jp/ewi-with-pc/data/ewi-with-pc-06.pdf
http://ewi.akai-pro.jp/ewi-with-pc/data/ewi-with-pc-06.pdf
http://ewi.akai-pro.jp/ewi-with-pc/data/ewi-with-pc-07.pdf
http://ewi.akai-pro.jp/ewi-with-pc/data/ewi-with-pc-08.pdf
http://ewi.akai-pro.jp/ewi-with-pc/data/ewi-with-pc-08.pdf
http://ewi.akai-pro.jp/ewi-with-pc/data/ewi-with-pc-09.pdf
http://ewi.akai-pro.jp/ewi-with-pc/data/ewi-with-pc-10.pdf
http://ewi.akai-pro.jp/ewi-with-pc/data/ewi-with-pc-10.pdf
http://ewi.akai-pro.jp/ewi-with-pc/data/ewi-with-pc-11.pdf
http://ewi.akai-pro.jp/ewi-with-pc/data/ewi-with-pc-11.pdf
http://ewi.akai-pro.jp/ewi-with-pc/data/ewi-with-pc-12.pdf
http://ewi.akai-pro.jp/ewi-with-pc/data/ewi-with-pc-13.pdf
http://ewi.akai-pro.jp/ewi-with-pc/data/ewi-with-pc-14.pdf
http://ewi.akai-pro.jp/ewi-with-pc/data/ewi-with-pc-14.pdf
http://ewi.akai-pro.jp/ewi-with-pc/data/ewi-with-pc-15.pdf
http://ewi.akai-pro.jp/ewi-with-pc/data/ewi-with-pc-16.pdf
http://ewi.akai-pro.jp/ewi-with-pc/data/ewi-with-pc-17.pdf
http://ewi.akai-pro.jp/ewi-with-pc/data/ewi-with-pc-18.pdf
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7. トラブルシューティング、よくあるご質問 
 

ARIA/Preferencesに EWI-USBの名前が出ない場合 
 

■(Win/Mac共通)EWI-USB/USBケーブルを接続しなおし、ARIAを再起動させてみましょう。 

 

■Windowsのデバイスマネージャーを確認しましょう。 
 

Windowsのスタートアイコンを右クリックしてデバイスマネージャーを開き、認識を確認します。 

 

デバイスマネージャー>EWI-USBをクリックしてプロパティーを開きデバイスの状態を確認 
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■Macの AUDIO/MIDI設定を確認しましょう。 
Macのファインダーから移動>ユーティリティ>AUDIO/MIDI設定を開く>オーディオ装置ウインドウが開いたら、ファイン

ダーのウインドウから『MIDIスタジオを表示』を選択する。 
 

 
 

EWI-USBアイコンが表示されない場合は新規構成から再スキャンを試します。 
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EWI USBが認識されない（本体 LEDが点灯しない）場合 

USBハブを介して接続している場合は、パソコン本体にある USB端子に直接接続して下さ

い。 

USB ポートが足りない場合で USB ハブを使用する場合は、セルフパワータイプのものを使用

してください。 

 

ARIAインストール後、エラーが出て起動しない（Windows） 

ユーザー・アカウント名に全角文字が使用されている場合に発生します。 

半角英数文字の名前の新規ユーザアカウントを作成してご使用下さい。 

 

演奏時の音階が正しくない場合 

●ケース 1：EWI USBの金属部分に触れたまま USBケーブルで接続している。 

EWI USBはパソコンと USBケーブルで接続された時に、ノートキー、オクターブ・ローラー、

プレートなど各センサのキャリブレーション（感度調整）を数秒間行います。その際、金属パーツ

で構成された上記のセンサー部に触れてしまう事で正常にキャリブレーションすることができ

ず、パソコン側から認識することが出来ない状態になります。USBケーブルを接続する際は、

EWI USBのプラスチック部分（先端の部分など）を持ちながら金属部分には触れない様にして

ケーブル接続して下さい。 

 

●ケース 2：本体のリセットと ARIAソフトウェアのリセットを行う 

本体のリセット動画 / ARIAソフトウェアのリセット動画 

 

EWI USBのノートキーの反応が悪いと感じる場合 

EWIはメカニカルなスイッチではなく静電式タッチ・キーを採用しています。温度や湿度といっ

た環境の変化や静電気、部屋の床の状態などの理由により、各キー、オクターブローラー等が

正しく反応しない場合があります。 

その場合は一旦手洗いやハンドクリーム（ベタつきのないもの）にて保湿をお試しください。

（フローリング床で裸足等の場合、動作不安定になる場合もございますので、スリッパ等ご使

用下さい） 
 

演奏中にノイズが割り込んでくる 

ARIAのバッファ設定（Buffer Size）や、サウンド・カード（オーディオインターフェイス）側のバッ

ファの数値を少しずつ大きくし、ノイズが発生しない値まで調整しましょう。ただし「Buffer 

Size」を大きくしていくことで、少しずつ実際の発音が遅れていきます。これは ARIAに限らず

一般的なソフトウェア音源すべてにおける現象で、主にお使いのパソコンに搭載された CPU

やサウンドカード（オーディオ・インターフェイス）の処理能力に起因するものです。Buffer Size

の数値を大きくしていく事でこのノイズは回避されますが、発音の際の「遅れ（レーテンシィ）」

を生む原因となります。この現象は上の「Q： 演奏（ARIAのサウンド）が遅れて聴こえる」と関

連の深い部分です。可能なかぎり、高速な CPUが搭載されたパソコンと、音楽制作に適したサ

ウンドカードやオーディオインターフェイスをご使用される事をお勧めいたします。 

https://www.youtube.com/watch?v=Iaxh7EvfrTg
https://www.youtube.com/watch?v=FUUP9JQC01A
https://www.youtube.com/watch?v=FUUP9JQC01A
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オクターブローラの一番上と一番下が動かない 

EWI-USBの仕様になります。 

 

ARIAの Configurationのパラメーターがすべて 0、または OFFになっている。 

EWI-USBを接続して、Preferenceの EWI-USB in/outにチェックが入っているかご確認くだ

さい。 

 

EWI-USBのメンテナンスはどのようにしたらいいですか 

EWIと PC/Macの徹底使いこなしガイド「EWIのメンテナンス方法」をご参照ください。 

 

トラブルシューティングで改善されない、それ以外のお問い合わせ 

こちらのお問い合わせフォームからお送りいただいた内容をスタッフが確認し、順次対応いた

します。内容により回答に日数を頂戴する場合や、返信できかねる場合もございます。 あらか

じめご了承のほどお願いいたします。https://www.inmusicbrands.jp/support/akaipro/ 

 

http://ewi.akai-pro.jp/ewi-with-pc/data/ewi-with-pc-14.pdf
http://ewi.akai-pro.jp/ewi-with-pc/data/ewi-with-pc-14.pdf
https://www.inmusicbrands.jp/support/akaipro/
https://www.inmusicbrands.jp/support/akaipro/

